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誌
は
、
投
稿
賓
格
を
設
け
る
こ
と
な
く
、
圃
語
学
・
圃
文
学
に
関
す
る
論
文
を
広
く
募
集
し
ま
す
。

て
投
稿
論
文
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四
百
宇
詰
原
稿
用
紙
に
し
て
四
十
枚
〔
一
万
六
千
字
}
程
度
を
一
応
の
目
安
と
し
ま
す
。

一
、
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稿
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杏
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査
読
垂
員
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す
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切
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稿
枚
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の
上
、
フ
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ピ
ー
デ
ィ
ス
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と
印
字
し
た
原
稿
を
同
封
し
て
お
量
り
く
だ
さ
い
。
フ
ロ

ッ
ピ
ー
デ
ィ
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し
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原
稿
は
返
却
い
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し
ま
せ
ん
.
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枚
程
度
目
要
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文
を
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し
て
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だ
さ
い
。

一
、
論
文
掲
載
の
場
合
は
本
誌
三
一
部
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
の
本
語
法
刷
に
つ
い
て
は
実
費

を
申
し
畳
げ
ま
す
.

一
、
宛
先
は
以
下
町
通
り
と
し
ま
す
.
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